
(57)【要約】

【課題】ＯＬＥＤ表示装置の解像度の低下を押さえつつ

、消費電力を低減する。

【解決手段】ＲＧＢ信号は、Ｍ値算出回路１２に供給さ

れる。このＭ値算出回路１２は、ＲＧＢ信号の変化度合

いからＷ（白）ドットの影響度合いを決定するＭ値を決

定する。そして、ＲＧＢ→ＲＧＢＷ変換回路１０が、Ｍ

値算出回路１２から供給されるＭ値を利用してＲＧＢ→

ＲＧＢＷ変換を行う。入力ＲＧＢ信号のエッジ部分など

ではＷの使用率を少なく、変化の少ない平坦部分ではＷ

の使用率を多くして、解像度を維持しつつ消費電力を低

減する。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら な る Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青
） 、 Ｗ （ 白 ） の ４ 種 類 の ド ッ ト を 持 つ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 に お い て 、
　 表 示 す る 画 像 の 部 分 的 な 高 域 成 分 の 量 を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 応 じ て 、 Ｗ の 使 用 率 を
適 応 的 に 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら な る Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青
） 、 Ｗ （ 白 ） の ４ 種 類 の ド ッ ト を 持 つ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 に お い て 、
　 入 力 画 像 デ ー タ か ら 、 平 均 輝 度 ま た は 表 示 に 必 要 な 電 力 を 演 算 し 、 そ の 演 算 結 果 に 応 じ
て 、 Ｗ の 使 用 率 を 適 応 的 に 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら な る Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青
） 、 Ｗ （ 白 ） の ４ 種 類 の ド ッ ト を 持 つ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 に お い て 、
　 入 力 画 像 デ ー タ に 応 じ た 表 示 を 行 う Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 パ ネ ル に 流 れ る 電 流 を 検 出 し 、 そ の 値
に 応 じ て Ｗ の 使 用 率 を 適 応 的 に 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら な る Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青
） 、 Ｗ （ 白 ） の ４ 種 類 の ド ッ ト を 持 つ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 に お い て 、
　 画 質 重 視 の 指 示 入 力 に 応 じ て Ｗ の 使 用 率 を 解 像 度 に 最 適 化 し 、 消 費 電 力 重 視 の 指 示 入 力
に 応 じ て Ｗ の 使 用 率 を 増 や す こ と を 特 徴 と す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 を 備 え た 携 帯 機 器 に お い て 、
　 電 池 の 容 量 が 減 少 し た 時 に 、 電 池 の 容 量 が 十 分 に あ る 時 に 比 べ て Ｗ の 使 用 率 を 増 や し 、
消 費 電 力 を 減 ら す こ と を 特 徴 と す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 を 用 い る 表 示 装 置 で あ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装
置 、 特 に そ の 駆 動 を 効 率 的 行 う こ と に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ に 、 通 常 の Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） の ３ つ の ド ッ ト で １ つ の カ ラ ー 画 素 を 構
成 す る マ ト リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル の ド ッ ト 配 列 の 一 例 を 、 図 ２ に 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ に 加 え て
白 （ Ｗ ） も 使 用 す る マ ト リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル の ド ッ ト 配 列 の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｗ ド ッ ト を 加 え る Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ よ り も 発 光 効 率 の 高 い Ｗ ド ッ ト を 使 用 す る
こ と に よ り 、 パ ネ ル と し て の 消 費 電 力 の 低 減 や 輝 度 を 向 上 す る こ と が で き る と い わ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 型 パ ネ ル を 実 現 す る 方 法 と し て 、 各 ド ッ ト に そ れ ぞ れ の 色 （ Ｒ Ｇ
Ｂ Ｗ の そ れ ぞ れ の 色 ） を 発 光 す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い る 方 法 と 、 特 許 文 献 １ に 述 べ ら れ て い る
よ う な 白 色 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い 、 Ｗ 以 外 の ド ッ ト に 赤 、 緑 、 青 の 光 学 フ ィ ル タ （ カ ラ ー フ ィ ル
タ ） を 重 ね る 方 法 と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ３ は 、 Ｃ Ｉ Ｅ （ Commission Internationale de l'Eclairage） １ ９ ３ １ 色 度 図 で あ り
、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の ３ 原 色 に 加 え て 白 色 ド ッ ト と し て 使 用 す る Ｗ 原 色 の 色 度 の 一 例 が 示 さ れ て
い る 。 な お 、 こ の Ｗ 原 色 の 色 度 は 必 ず し も デ ィ ス プ レ イ の 基 準 白 色 と 一 致 さ せ る 必 要 は 無
い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 図 ４ に 、 Ｒ ＝ １ 、 Ｇ ＝ １ 、 Ｂ ＝ １ の 時 に デ ィ ス プ レ イ の 基 準 白 色 が 表 示 で き る Ｒ Ｇ Ｂ 入
力 信 号 を 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ の 画 像 信 号 に 変 換 す る 方 法 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま ず 、 Ｗ 原 色 が デ ィ ス プ レ イ の 基 準 白 色 と 一 致 し て い な い 場 合 は 、 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 に 対
し て 次 の よ う な 演 算 を 行 い 、 Ｗ 原 色 へ の 正 規 化 を 行 う 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ は 入 力 信 号 、 Ｒ ｎ 、 Ｇ ｎ 、 Ｂ ｎ 、 は Ｗ 原 色 に 正 規 化 さ れ た 赤 、 緑 、
青 信 号 で あ り 、 ａ ， ｂ ， ｃ は そ れ ぞ れ Ｒ ＝ １ ／ ａ 、 Ｇ ＝ １ ／ ｂ 、 　 Ｂ ＝ １ ／ ｃ を 出 力 し た
時 、 Ｗ ＝ １ と 同 等 な 輝 度 及 び 色 度 と な る よ う に 選 ん だ 係 数 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 Ｒ ｎ ， Ｇ ｎ ， Ｂ ｎ か ら Ｗ ド ッ ト の 表 示 の 基 礎 と な る 値 で あ る Ｓ ＝ Ｆ １ （ Ｒ ｎ ， Ｇ
ｎ ， Ｂ ｎ ） を 計 算 す る 。 そ し て 、 得 ら れ た Ｓ に 基 づ い て Ｒ Ｇ Ｂ に つ い て の 補 正 量 Ｆ ２ （ Ｓ
） と 、 Ｗ に つ い て の 値 Ｆ ３ （ Ｓ ） を 計 算 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 値 に 補 正 量 Ｆ ２ （ Ｓ ） を 加 算 し 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 表 示 の 際 の Ｒ Ｇ Ｂ の 値 Ｒ
ｎ ’ ， Ｇ ｎ ’ ， Ｂ ｎ ’ を 得 る 。 ま た 、 Ｆ ３ （ Ｓ ） は 、 そ の ま ま Ｗ の 値 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 Ｓ ＝ Ｆ １ （ Ｒ ｎ ， Ｇ ｎ ， Ｂ ｎ ） 、 Ｒ ｎ ’ ＝ Ｒ ｎ ＋ Ｆ ２ （ Ｓ ） 、 Ｇ ｎ ’ ＝ Ｇ ｎ
＋ Ｆ ２ （ Ｓ ） 、 Ｂ ｎ ’ ＝ Ｇ ｎ ＋ Ｆ ２ （ Ｓ ） 、 Ｗ ＝ Ｆ ３ （ Ｓ ） に よ り 、 Ｒ ｎ ’ ， Ｇ ｎ ’ ， Ｂ
ｎ ’ ， Ｗ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 最 後 の 基 準 白 色 へ の 正 規 化 も 、 同 様 に 、 Ｗ 原 色 が デ ィ ス プ レ イ の 基 準 白 色 と 一
致 し て い な い 場 合 に 行 う 処 理 で 、 以 下 の 演 算 を 行 う 。 こ の 処 理 も 必 要 な 場 合 に の み 行 え ば
よ い 。
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 最 も 基 本 的 な Ｓ 、 Ｆ ２ 、 Ｆ ３ の 演 算 式 の 例 と し て 、 以 下 の よ う な も の が 考 え ら
れ る 。
　 Ｓ ＝ ｍ ｉ ｎ （ Ｒ ｎ ， Ｇ ｎ ， Ｂ ｎ ） 　 　 　 　 　 　 　 式 １
　 Ｆ ２ （ Ｓ ） ＝ － Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 ２
　 Ｆ ３ （ Ｓ ） ＝ 　 Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 ３
【 ０ ０ １ ４ 】
　 す な わ ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ （ 正 規 化 さ れ た Ｒ ｎ ， Ｇ ｎ ， Ｂ ｎ ） の 最 小 値 を Ｓ と し て 、 こ れ を そ の
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ま ま Ｗ の 値 と し 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 値 か ら は Ｓ を そ の ま ま 減 算 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 、 表 示 す る 画 素 の 色 が 無 彩 色 に 近 い ほ ど Ｗ ド ッ ト を 点 灯 さ せ る 割 合 が 多 く な る
。 従 っ て 、 表 示 す る 画 像 の 中 に 無 彩 色 に 近 い 色 の 割 合 が 多 い ほ ど Ｗ ド ッ ト を 点 灯 さ せ る 率
が 多 く な り 、 Ｒ Ｇ Ｂ ド ッ ト の み を 使 用 す る 時 に 比 べ て パ ネ ル の 消 費 電 力 は 低 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 通 常 、 純 色 の み で 構 成 さ れ た 画 像 は 少 な く 、 Ｗ ド ッ ト が 使 用 さ れ る 場 合 が ほ と ん ど な の
で 、 Ｒ Ｇ Ｂ ド ッ ト の み を 使 用 し た 時 に 比 べ て 平 均 的 に は 消 費 電 力 が 低 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ７ ８ ８ ７ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｒ Ｇ Ｂ ド ッ ト を 縦 横 に 並 べ て 配 置 す る パ ネ ル で は 、 見 た 目 の 水 平 解 像 度 を 向 上 さ せ た い
時 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 各 入 力 信 号 の 位 相 と パ ネ ル の ド ッ ト の 位 置 と を 一 致 さ せ る 。 す な
わ ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ の ３ ド ッ ト を 同 一 の タ イ ミ ン グ の 信 号 と は せ ず 、 各 映 像 信 号 か ら の サ ン プ リ
ン グ タ イ ミ ン グ を ド ッ ト の 位 置 に 応 じ て ず ら す 。 こ れ に よ り 、 １ 画 素 を 構 成 す る Ｒ Ｇ Ｂ の
３ ド ッ ト を と も に 同 じ 位 相 の 入 力 信 号 で 駆 動 す る よ り も 見 た 目 の 解 像 度 の 高 い 表 示 画 像 が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ を 使 用 し た 場 合 も 同 様 に 図 ６ に 示 す よ う に 各 信 号 の 位 相 と パ ネ ル の ド ッ ト の 位
置 と を 一 致 さ せ る こ と で 、 見 た 目 の 解 像 度 を 上 げ る こ と が 可 能 で あ る 。 た だ 、 式 １ ～ ３ の
例 で は 、 無 彩 色 に 近 い 画 像 で あ れ ば あ る ほ ど Ｒ Ｇ Ｂ の 発 光 量 が 少 な い た め に 効 果 が 少 な い
。 特 に 、 Ｗ 原 色 が 基 準 白 色 と 同 じ 場 合 、 白 黒 画 像 を 表 示 し た 時 に Ｒ Ｇ Ｂ ド ッ ト を 全 く 使 用
し な い こ と に な る の で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 解 像 度 は Ｗ の ド ッ ト 数 と 同 じ に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 Ｆ ２ 、 Ｆ ３ と し て 次 式 を 用 い た 場 合 は 、 Ｍ の 値 に よ っ て Ｗ ド ッ ト の 使 用 率 が 変 わ
る 。
　 Ｆ ２ （ Ｓ ） ＝ － Ｍ Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 ４
　 Ｆ ３ （ Ｓ ） ＝ Ｍ Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 ５
　 こ こ で 、 Ｍ は ０ ≦ Ｍ ≦ １ の 定 数 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 消 費 電 力 の 点 か ら は Ｍ ＝ １ を 用 い る の が 一 番 よ い 。 し か し 、 解 像 度 の 点 か ら は で き る だ
け Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 全 て が 点 灯 す る よ う な Ｍ の 値 を 選 ぶ 方 が よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 に お い て 、 解 像 度 の 低 下 を 押 さ え つ つ 、 消 費 電 力 を 低 減 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら な る Ｒ （ 赤 ） 、 Ｇ （ 緑
） 、 Ｂ （ 青 ） 、 Ｗ （ 白 ） の ４ 種 類 の ド ッ ト を 持 つ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 に お い て 、 表 示 す る 画
像 の 部 分 的 な 高 域 成 分 の 量 を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 応 じ て 、 Ｗ の 使 用 率 を 適 応 的 に 変 化
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら な る Ｒ （ 赤 ） 、
Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） 、 Ｗ （ 白 ） の ４ 種 類 の ド ッ ト を 持 つ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 に お い て 、 入 力
画 像 デ ー タ か ら 、 平 均 輝 度 ま た は 表 示 に 必 要 な 電 力 を 演 算 し 、 そ の 演 算 結 果 に 応 じ て 、 Ｗ
の 使 用 率 を 適 応 的 に 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら な る Ｒ （ 赤 ） 、
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Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） 、 Ｗ （ 白 ） の ４ 種 類 の ド ッ ト を 持 つ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 に お い て 、 入 力
画 像 デ ー タ に 応 じ た 表 示 を 行 う Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 パ ネ ル に 流 れ る 電 流 を 検 出 し 、 そ の 値 に 応 じ
て Ｗ の 使 用 率 を 適 応 的 に 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら な る Ｒ （ 赤 ） 、
Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） 、 Ｗ （ 白 ） の ４ 種 類 の ド ッ ト を 持 つ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 に お い て 、 画 質
重 視 の 指 示 入 力 に 応 じ て Ｗ の 使 用 率 を 解 像 度 に 最 適 化 し 、 消 費 電 力 重 視 の 指 示 入 力 に 応 じ
て Ｗ の 使 用 率 を 増 や す こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 電 池 の 容 量 が 減 少 し た 時 に 、 電 池 の 容 量 が 十 分 に あ る 時 に 比 べ て Ｗ の 使 用 率 を 増
や し 、 消 費 電 力 を 減 ら す こ と が 好 適 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 画 像 デ ー タ の 部 分 的 な 高 周 波 成 分 に 応 じ て 、 Ｗ の 使 用 率 を 適 応 的 に 変
更 す る こ と で 、 解 像 度 を 維 持 し つ つ 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 パ ネ ル に 流 れ る 電 流 に 基 づ き 、 Ｗ の 使 用 率 を 適 応 的 に 変 更 す る こ と で 、 適 正 な 表
示 を 維 持 し つ つ 大 電 流 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 電 池 容 量 が 減 少 し た と き に Ｗ の 使 用 率 を 上 昇 す る こ と で 、 電 池 容 量 の 有 効 利 用
を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ８ は 、 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 Ｒ 信 号 、 Ｇ 信 号 、 Ｂ 信 号 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ
→ Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 １ ０ に 入 力 さ れ る と と も に 、 Ｍ 値 算 出 回 路 １ ２ に 供 給 さ れ る 。 Ｍ 値 算
出 回 路 １ ２ は 、 入 力 さ れ て く る Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 の 所 定 の 複 数 の 画 素 （ 部 分 ） に つ い て の 画 像 信
号 か ら 高 周 波 成 分 を リ ア ル タ イ ム で 検 出 し 、 そ の 高 周 波 成 分 の 量 に 応 じ て Ｒ Ｇ Ｂ か ら Ｒ Ｇ
Ｂ Ｗ へ の 変 換 係 数 Ｍ を 算 出 す る 。 画 像 の エ ッ ジ 部 分 や 輝 度 変 化 の 多 い 部 分 で は Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 全
て が 点 灯 す る よ う な 係 数 Ｍ （ 例 え ば ０ ． ５ ） を 出 力 し 、 平 坦 な 部 分 や 輝 度 変 化 の 少 な い 部
分 で は Ｍ は １ ま た は そ れ に 近 い 値 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 算 出 し た Ｍ を Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 １ ０ に 供 給 す る 。 Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変
換 回 路 １ ０ は 、 供 給 さ れ た 変 換 係 数 Ｍ を 用 い 、 Ｆ ２ （ Ｓ ） 、 Ｆ ３ （ Ｓ ） を 算 出 し 、 そ の Ｆ
２ （ Ｓ ） 、 Ｆ ３ （ Ｓ ） を 用 い て 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ の 信 号 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 １ ０ の 出 力 で あ る Ｒ ’ ， Ｇ ’ ， Ｂ ’ ， Ｗ の 信 号 は 、 ガ ン マ 補
正 回 路 １ ４ に お い て ガ ン マ 変 換 を 受 け た 後 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 １ ６ に お い て ア ナ ロ グ 信 号 に 変
換 さ れ て Ｏ Ｅ Ｌ Ｄ パ ネ ル １ ８ に 供 給 さ れ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル １ ８ は 、 水 平 ド ラ イ バ お よ び
垂 直 ド ラ イ バ を 有 し 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 回 路 に お け る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 に 入 力 さ
れ て く る 各 画 素 の デ ー タ 信 号 を 供 給 す る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル １ ８ は
、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス タ イ プ の パ ネ ル で あ り 、 各 画 素 回 路 に 選 択 ト ラ ン ジ ス タ 、 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ 、 保 持 容 量 お よ び Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 が 設 け ら れ て い る 。 各 画 素 の デ ー タ 信 号 は 対 応
す る 画 素 の 選 択 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し 保 持 容 量 に 書 き 込 ま れ 、 保 持 容 量 に 書 き 込 ま れ た デ ー
タ 電 圧 に 応 じ て 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 に 駆 動 電 流 を 供 給 す る こ と で 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
素 子 が 発 光 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 ガ ン マ 補 正 回 路 １ ４ に お い て 、 黒 レ ベ ル 、 コ ン ト ラ ス ト 、 ブ ラ イ ト ネ ス の 調 整 の
た め の デ ー タ 処 理 を 行 う こ と も 好 適 で あ る 。 さ ら に 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 １ ６ を 省 略 し 、 Ｏ Ｌ Ｅ
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Ｄ パ ネ ル １ ８ に デ ジ タ ル デ ー タ を 入 力 し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル の 各 画 素 回 路 を デ ジ タ ル 駆 動 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 Ｒ Ｇ Ｂ か ら Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ へ の 変 換 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 表 す と 図 ９ の よ う に な る 。 す
な わ ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 １ ０ に お い て は 、 入 力 信 号 で あ る Ｒ Ｇ Ｂ （ こ の 例 で は
、 上 述 の よ う に Ｒ ｎ ， Ｇ ｎ ， Ｂ ｎ に 変 換 し て い る ） に 基 づ き 、 Ｓ ＝ Ｆ １ （ Ｒ ｎ ， Ｇ ｎ ， Ｂ
） を 算 出 す る 。 一 方 、 Ｍ 値 算 出 回 路 １ ２ に お い て は 、 縦 横 方 向 に お け る 所 定 数 の 画 素 ブ ロ
ッ ク か ら 注 目 画 素 （ 横 ｉ 番 目 ， 縦 ｊ 番 目 ） に つ い て の そ の 部 分 に お け る 高 周 波 成 分 の 量 に
応 じ た 係 数 Ｍ ｉ ｊ を 算 出 し 、 こ れ を Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 １ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 １ ０ は 、 供 給 さ れ た 係 数 Ｍ ｉ ｊ を 用 い て 、 Ｆ ２ （ Ｓ ， Ｍ ｉ ｊ
） 、 Ｆ ３ （ Ｓ ， Ｍ ｉ ｊ ） を 演 算 す る 。 そ し て 、 Ｆ ３ （ Ｓ ， Ｍ ｉ ｊ ） を そ の ま ま Ｗ と し て 出
力 す る と と も に 、 Ｆ ２ （ Ｓ ， Ｍ ｉ ｊ ） を Ｒ ｎ ， Ｇ ｎ ， Ｂ ｎ に 加 算 し て 、 Ｒ ｎ ’ ， Ｇ ｎ ’ ，
Ｂ ｎ ’ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 Ｒ Ｇ Ｂ か ら Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ へ の 変 換 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 Ｍ ｉ ｊ の 演 算 に は 、 所 定 数 の 画 像 デ ー タ が 必 要 で あ り 、 入 力 デ ー タ を あ る 程 度 記
憶 し て お く 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 信 号 に つ い て の フ レ ー ム メ モ リ を 設 け て お き
、 こ こ か ら 必 要 な デ ー タ を 出 力 す る よ う に 構 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 Ｍ ｉ ｊ 　 は 次 の よ う に 表 せ る 。
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 （ ｉ ， ｊ ） ： 処 理 を 行 う ド ッ ト の 空 間 的 位 置 （ 横 方 向 に ｉ 番 目 、 縦 方 向 に ｊ 番
目 ） 、 ｈ （ ｋ １ ， ｋ ２ ） ： 単 位 イ ン パ ル ス δ （ ｋ １ ， ｋ ２ ） に 対 す る 二 次 元 ハ イ パ ス フ ィ
ル タ の 応 答 特 性 、 ｌ （ ｋ １ ， ｋ ２ ） ： 単 位 イ ン パ ル ス δ （ ｋ １ ， ｋ ２ ） に 対 す る 二 次 元 ロ
ー パ ス フ ィ ル タ の 応 答 特 性 、 Ｃ （ ｉ － ｋ １ ， ｊ － ｋ ２ ） ： （ ｉ － ｋ １ ， ｊ － ｋ ２ ） の 位 置
の ド ッ ト に 対 応 す る 信 号 レ ベ ル 、 ｆ （ Ｘ ） は 任 意 の 関 数 で あ る が 、 例 え ば 図 １ ０ の よ う な
Ｘ の 増 加 に 伴 い １ か ら ０ ． ５ へ 近 づ い て い く 特 性 を も つ 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 信 号 Ｃ は Ｒ ｎ ， Ｇ ｎ ， Ｂ ｎ ま た は 輝 度 （ Ｙ ） な ど 任 意 に 選 択 可 能 で あ る が 、 解 像 度 に 寄
与 す る 輝 度 成 分 を 用 い る こ と が 好 適 で あ る 。 ま た 、 Ｆ ２ 、 Ｆ ３ の 代 表 的 な 例 と し て は 以 下
の 式 が あ げ ら れ る 。
Ｆ ２ 　 ＝ － Ｍ ｉ ｊ 　 × 　 Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 ７
Ｆ ３ 　 ＝ 　 Ｍ ｉ ｊ 　 × 　 Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 ８
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ の よ う な 縦 ス ト ラ イ プ 状 に ド ッ ト が 並 ん で い る 場 合 は 、 水 平 方 向 の 解 像 度 の み に 着
目 し て 一 次 元 の ハ イ パ ス フ ィ ル タ お よ び ロ ー パ ス フ ィ ル タ を 考 え て も よ い 。 こ の 場 合 、 式
６ ～ ８ は 以 下 の よ う に な る 。
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Ｆ ２ 　 ＝ － Ｍ ｉ 　 × 　 Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 １ ０
Ｆ ３ 　 ＝ 　 Ｍ ｉ 　 × 　 Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 １ １
【 ０ ０ ４ ４ 】
［ 実 施 例 ］
　 次 に 、 具 体 的 な 例 を 取 り 上 げ て 、 上 述 の よ う な 変 換 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 縦 ス ト ラ イ プ 状 に ド ッ ト が 並 ん で い る 場 合 を 考 え 、 式 ９ ～ １ １ を 用 い る 。 ｈ （ ｋ ） ， 　
ｌ （ ｋ ） は 以 下 の 式 と し 、 Ｍ ｉ が １ を 超 え な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ｈ （ ｋ ） は 、 ｈ （ － １ ） ＝ － １ ／ ２ 、 ｈ （ ０ ） ＝ １ 、 ｈ （ １ ） ＝ － １ ／ ２ 、 ｋ ＞ １ 、 ｋ
＜ － １ に お い て ｈ （ ｋ ） ＝ ０ と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 ｌ （ ｋ ） は 、 ｌ （ － １ ） ＝ １ ， ｌ （ ０ ） ＝ ２ 、 ｌ （ １ ） ＝ １ 、 ｋ ＞ １ ， ｋ ＜ － １
に お い て ｌ （ ｋ ） ＝ ０ と す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 信 号 Ｃ と し て 、 ｉ の 位 置 で の 輝 度 Ｙ ｉ を 使 用 す る と 式 ９ は 、
Ｍ ｉ ＝ ｆ （ ｜ （ － Ｙ i - 1 ＋ ２ Ｙ i － Ｙ i + 1 ） ／ ２ （ Ｙ i - 1 ＋ ２ Ｙ i ＋ Ｙ i + 1 ） ｜ ） と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ｆ （ Ｘ ） ＝ １ － Ｘ と す れ ば 、
Ｍ ｉ ＝ １ － ｜ （ － Ｙ i - 1 ＋ ２ Ｙ i － Ｙ i + 1 ） ／ ２ （ Ｙ i - 1 ＋ ２ Ｙ i ＋ Ｙ i + 1 ） ｜ と な り 、 Ｍ ｉ は
常 に ０ ≦ Ｍ ｉ ≦ １ を 満 た す 変 数 と な る （ た だ し Ｙ i - 1 ＋ ２ Ｙ i ＋ Ｙ i + 1 ＝ ０ の 時 は Ｍ ｉ ＝ １
と す る ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 部 分 的 な 高 周 波 成 分 の 大 き さ に 応 じ て 、 係 数 Ｍ を 適
応 的 に 変 更 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 エ ッ ジ 部 分 な ど に お い て 、 Ｗ の 使 用 率 を 比 較 的 少
な く し て 、 ク リ ア な 表 示 を 行 い 、 か つ 画 像 の 変 化 の 少 な い 部 分 に お い て は Ｗ の 利 用 率 を 上
昇 し て 効 率 的 な 表 示 が 行 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
［ 他 の 実 施 例 ］
　 上 述 の よ う に し て 、 Ｍ 値 算 出 回 路 １ ２ に お い て 、 係 数 Ｍ を 算 出 す る が 、 こ こ で 算 出 さ れ
た 係 数 Ｍ （ Ｍ ｉ ｊ ） は 、 ド ッ ト 毎 の 変 化 が 大 き す ぎ る 場 合 も あ る 。 そ こ で 、 Ｍ 値 算 出 回 路
１ ２ か ら の Ｍ ｉ ｊ の 演 算 出 力 の 後 に ロ ー パ ス フ ィ ル タ を 入 れ る こ と で 、 Ｗ の 使 用 率 が ド ッ
ト ご と に 敏 感 に 変 化 し て 不 自 然 な 画 像 と な る こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ ら に 、
Ｆ ２ 　 ＝ － Ａ ｉ 　 × 　 Ｓ
Ｆ ３ 　 ＝ 　 Ａ ｉ 　 × 　 Ｓ
と す る こ と も 好 適 で あ る 。 こ こ で 、 Ａ ｉ は あ ら か じ め 決 め ら れ た 係 数 （ Ａ １ 、 Ａ ２ 、 Ａ ３
、 ・ ・ ・ Ａ ｎ ） で 、 Ｍ ｉ （ ま た は Ｍ ｉ ｊ ） の 値 に 応 じ て 選 択 す る 。 こ の よ う に す る こ と で
、 係 数 Ｍ を そ の ま ま 利 用 す る の に 比 べ 、 冗 長 性 が 増 し 、 実 際 の 表 示 の 見 や す さ を 考 慮 し た
Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 が 行 え る 。 ま た 、 こ の 係 数 Ａ ｉ の テ ー ブ ル を 書 き 換 え る こ と で 、 変
換 の 特 性 も 簡 単 に 調 整 で き る 。 こ の た め 、 Ａ ｉ に つ い て の テ ー ブ ル を 書 き 換 え 可 能 と す る
こ と も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 ま た 、 上 記 実 施 例 に お い て 、 次 の よ う な 簡 単 な フ ィ ル タ を 用 い る こ と も で き る 。
　 ｈ （ ｋ ） ： ｈ （ － １ ） ＝ － １ 、 ｈ （ ０ ） ＝ １ 、 ｋ ＞ ０ ， ｋ ＜ － １ で ｈ （ ｋ ） ＝ ０
　 ｌ （ ｋ ） ： ｍ
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 、 ｍ は 、 常 に ０ ≦ Ｍ ｉ ≦ １ を 満 た す よ う に 選 ん だ 定 数 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 で
あ れ ば 、 フ ィ ル タ の 構 成 が 簡 単 に な り 、 か つ 入 力 画 像 デ ー タ に 応 じ た 適 応 制 御 は 一 応 確 保
で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
［ さ ら に 、 他 の 実 施 例 ］
　 こ の よ う に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル の 各 ド ッ ト に 流 れ る 電 流 は そ の ド ッ ト の 輝 度 に 比 例 し 、 画
像 全 体 の 消 費 電 力 は そ れ ら の 総 和 と な る 。 従 っ て 、 画 像 の 平 均 輝 度 が 高 い ほ ど パ ネ ル の 消
費 電 力 が 大 き く な る 。 表 示 装 置 の 最 大 電 源 電 流 が 限 ら れ て い る 場 合 な ど は 、 平 均 輝 度 の 上
昇 と と も に Ｗ の 使 用 率 を 増 す よ う に 大 き な Ｍ を 用 い る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 平 均 輝 度 を 考 慮 し た 実 施 例 を 図 １ １ に 示 す 。 こ の 例 で は 、 入 力 Ｒ Ｇ
Ｂ 信 号 は 、 平 均 輝 度 計 算 部 ３ ０ に 入 力 さ れ る 。 こ の 平 均 輝 度 計 算 部 ３ ０ は 、 入 力 Ｒ Ｇ Ｂ 信
号 １ 画 面 分 の デ ー タ か ら 平 均 輝 度 を 計 算 す る （ 総 和 で も よ い ） 。 そ し て 、 計 算 結 果 の 平 均
輝 度 は 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ （ Ｌ Ｐ Ｆ ） ３ ２ に よ り 、 急 激 な 変 動 分 を 除 去 し て 、 Ｍ 値 算 出 回
路 ３ ４ に 供 給 さ れ る 。 Ｍ 値 算 出 回 路 ３ ４ は 、 平 均 輝 度 に 対 す る Ｍ 値 に つ い て の テ ー ブ ル や
式 を 記 憶 し て お り 、 入 力 さ れ て く る 平 均 輝 度 に 対 し 、 Ｍ 値 を 算 出 し て 、 こ れ を Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ
Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 １ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で 、 平 均 輝 度 対 Ｍ の 特 性 の 設 定 例 を 図 １ ２ に 示 す 。 こ の よ う に 、 輝 度 が 大 き く な る
に 従 っ て 、 Ｍ を ０ ． ５ か ら 徐 々 に 大 き く す る 。 こ の 方 式 を 用 い た 時 の あ る 画 像 に お け る 平
均 輝 度 対 消 費 電 力 の 一 例 を 図 １ ３ に 示 す 。 こ の よ う に 、 Ｍ ＝ ０ ． ５ 一 定 と す る 場 合 に 比 べ
、 画 像 の 平 均 輝 度 が 高 い 場 合 に お け る パ ネ ル 消 費 電 流 量 の 増 加 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 図 １ ４ の よ う に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 、 Ｗ の ド ッ ト の 発 光 効 率 を 考 慮 し て 変 換 後 の Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ
デ ー タ か ら Ｃ Ｖ 電 流 を 予 測 し 、 Ｍ の 値 の 計 算 に 用 い る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ →
Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 １ ０ の Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ の 各 出 力 は 、 Ｃ Ｖ 電 流 計 算 部 ４ ０ に 供 給 さ れ る 。 こ の Ｃ
Ｖ 電 流 計 算 部 ４ ０ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ の 各 デ ー タ 信 号 に 応 じ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル １ ８ に お け る 全
画 素 の 電 流 （ Ｃ Ｖ 電 流 ） を 予 測 す る 。 そ し て 、 そ の 結 果 が 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ （ Ｌ Ｐ Ｆ ）
４ ２ を 介 し 、 Ｍ 値 算 出 回 路 ４ ４ に 供 給 さ れ 、 こ の Ｍ 値 算 出 回 路 ４ ４ が Ｃ Ｖ 電 流 に 対 応 す る
Ｍ を 算 出 し て 、 Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 １ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 場 合 の Ｃ Ｖ 電 流 計 算 値 対 Ｍ の 特 性 の 設 定 例 を 図 １ ５ に 、 あ る 画 像 に お け る 平 均 輝 度
対 パ ネ ル の 消 費 電 力 と の 関 係 の 一 例 を 図 １ ６ に 示 す 。 こ の 構 成 に よ っ て も 、 パ ネ ル 電 流 の
増 加 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 上 述 の よ う な 制 御 と 同 様 な 効 果 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル １ ８ の Ｃ Ｖ 電 流 を 実 際 に 検
出 し 、 Ｍ の 値 に フ ィ ー ド バ ッ ク を か け る こ と に よ っ て も 実 現 で き る 。 こ の 場 合 の 実 施 例 を
図 １ ７ に 示 す 。 す な わ ち 、 Ｃ Ｖ 電 流 は 、 電 流 検 出 回 路 ５ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 。 こ の 電 流
検 出 回 路 ５ ０ の 出 力 は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ５ ２ に よ っ て 、 デ ジ タ ル デ ー タ に 変 換 さ れ 、 そ れ が
ロ ー パ ス フ ィ ル タ ５ ４ を 介 し 、 Ｍ 値 算 出 回 路 ５ ６ に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う な 回 路 に お い て
も 、 上 述 の 構 成 と 同 様 の 制 御 が 行 え る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 簡 単 化 の た め 、 画 像 の 内 容 に よ る 制 御 で は な く 次 の よ う に 制 御 を 行 う こ と も 考 え
ら れ る 。 画 質 を 重 視 す る 時 に は 見 た 目 の 解 像 度 が 最 も 高 く な る Ｍ を 選 択 し 、 消 費 電 力 を 重
視 す る 時 に は Ｗ の 使 用 率 を 増 す た め 大 き な Ｍ を 用 い る よ う に 切 り 替 え る 。 例 え ば 、 省 電 力
表 示 に つ い て の 入 力 手 段 （ 例 え ば 、 入 力 ボ タ ン ） を 設 け て お き 、 こ れ が オ ン の 時 に は 、 省
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電 力 指 令 信 号 が Ｍ 値 算 出 回 路 １ ２ に Ｍ を 大 き く す る よ う に 、 指 令 す る こ と が 考 え ら れ る 。
図 １ ８ に は 、 こ の た め の 構 成 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 装 置 を 備 え た 携 帯 機 器 （ 例 え ば 、 携 帯 電 話 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ
、 携 帯 Ａ Ｖ 機 器 な ど ） に お い て 、 電 池 の 容 量 が 減 少 し た 時 に は 、 消 費 電 力 を 少 な く し た い
と い う 要 求 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の た め の 構 成 例 を 図 １ ９ に 示 す 。 バ ッ テ リ ー ６ ０ の 容 量 （ 例 え ば 、 電 圧 ） は バ ッ テ リ
ー 容 量 検 出 回 路 ６ ２ に よ っ て 検 出 さ れ る 。 そ し て 、 こ の バ ッ テ リ ー 容 量 検 出 回 路 ６ ２ に お
け る 検 出 結 果 に お い て 、 バ ッ テ リ ー 容 量 が 所 定 値 よ り 小 さ く な っ た こ と を 検 出 し た 場 合 に
は 、 Ｍ 値 決 定 回 路 ６ ４ が Ｍ 値 を 大 き な 値 に 変 更 す る 。 こ れ に よ っ て 、 バ ッ テ リ ー 容 量 が 小
さ く な っ た と き に 、 十 分 に あ る 時 に 比 べ て Ｍ を 大 き く し 、 消 費 電 力 を 減 ら す よ う に 制 御 す
る こ と が で き る 。 こ の と き 、 バ ッ テ リ ー 容 量 は 、 複 数 段 階 で 判 定 し 、 Ｍ 値 を 複 数 段 階 で 増
加 さ せ て い く こ と も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た 構 成 を 適 宜 組 み 合 わ せ て 、 表 示 装 置 を 構 成 す る こ と も 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 Ｒ Ｇ Ｂ ド ッ ト を 用 い た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ ド ッ ト を 用 い た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｃ Ｉ Ｅ １ ９ ３ １ 色 度 図 に お け る Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｒ Ｇ Ｂ か ら Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ を 生 成 す る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｒ Ｇ Ｂ ド ッ ト の 表 示 タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ ド ッ ト の 表 示 タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ ド ッ ト の パ ネ ル に Ｗ 信 号 の み が 入 力 さ れ た 時 の タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 入 力 画 像 信 号 の 部 分 的 な 高 周 波 成 分 を 考 慮 す る 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 Ｒ ｎ ， Ｇ ｎ ， Ｂ ｎ か ら Ｒ ｎ ’ ， Ｇ ｎ ’ ， Ｂ ｎ ’ を 生 成 す る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 Ｍ ｉ ｊ を 生 成 す る た め の 関 数 ｆ （ Ｘ ） の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 平 均 輝 度 を 考 慮 す る 場 合 の 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 構 成 に お け る 平 均 輝 度 と 係 数 Ｍ の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ の 構 成 に お け る あ る 画 像 の 平 均 輝 度 と パ ネ ル 消 費 電 力 の 関 係 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 １ ４ 】 Ｃ Ｖ 電 流 の 計 算 結 果 を 考 慮 す る 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 構 成 に お け る 平 均 輝 度 と 係 数 Ｍ の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ４ の 構 成 に お け る あ る 画 像 の 平 均 輝 度 と パ ネ ル 消 費 電 力 の 関 係 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 １ ７ 】 Ｃ Ｖ 電 流 の 検 出 結 果 を 考 慮 す る 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 省 電 力 指 示 を 考 慮 す る 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 バ ッ テ リ ー 容 量 の 検 出 結 果 を 考 慮 す る 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ ０ 　 Ｒ Ｇ Ｂ → Ｒ Ｇ Ｂ Ｗ 変 換 回 路 、 １ ２ 、 ３ ４ ， ４ ４ ， ５ ６ 　 Ｍ 値 算 出 回 路 、 １ ４ 　 ガ
ン マ 補 正 回 路 、 １ ６ 　 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 、 １ ８ 　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ パ ネ ル 、 ３ ０ 　 平 均 輝 度 計 算 部 、 ３
２ ， ５ ４ 　 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 、 ４ ０ 　 Ｃ Ｖ 電 流 計 算 部 、 ５ ０ 　 電 流 検 出 回 路 、 ５ ２ 　 Ａ ／
Ｄ 変 換 器 、 ６ ０ 　 バ ッ テ リ ー 、 ６ ２ 　 バ ッ テ リ ー 容 量 検 出 回 路 、 ６ ４ 　 Ｍ 値 決 定 回 路 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】
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F-TERM分类号 3K007/AB04 3K007/AB05 3K007/AB17 3K007/BA06 3K007/DB03 3K007/GA00 3K007/GA04 5C080
/AA06 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD07 5C080/DD26 5C080/EE29 5C080/EE30 5C080/FF03 
5C080/HH09 5C080/JJ02 5C080/JJ04 5C080/JJ05 5C080/KK07 5C080/KK43 5C080/KK47 3K107
/AA01 3K107/BB01 3K107/CC02 3K107/CC06 3K107/CC14 3K107/CC31 3K107/EE00 3K107/EE07 
3K107/HH04 3K107/HH05 5C380/AA01 5C380/AB06 5C380/AB34 5C380/AB36 5C380/BA01 5C380
/BA03 5C380/BA22 5C380/CA04 5C380/CA12 5C380/CA14 5C380/CA32 5C380/CE11 5C380/CF13 
5C380/CF48 5C380/CF49 5C380/DA02 5C380/DA06 5C380/DA50 5C380/EA02 5C380/EA05 5C380
/EA12 5C380/EA13 5C380/FA03 5C380/FA12 5C380/FA14 5C380/FA23 5C380/FA28 5C380/HA03

代理人(译) 吉田健治
石田 纯

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：降低电力消耗，同时抑制OLED显示设备分辨率的下降。
解决方案：将RGB信号提供给M值计算电路12.M值计算电路12确定M
值，以根据RGB信号的变化程度确定W（白色）点的影响程度。 RGB到
RGBW转换电路10通过使用从M值计算电路12提供的M值来执行RGB到
RGBW的转换。通过降低边缘部分中的W的使用率等来降低电力消耗，
同时保持分辨率。输入RGB信号，并增加平坦部分中W的使用率。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/027a3978-8840-43bd-b600-029e50dc7d78
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034971739/publication/JP2006003475A?q=JP2006003475A

